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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリと、携帯型超音波診断装置で用いられるデータの記憶処理を行う記憶処理部と
、前記記憶処理部よりも速く記憶処理を行う高速記憶部と、前記バッテリの温度又は残量
の状態に基づいて前記記憶処理部と前記高速記憶部の記憶処理を判定する記憶処理判定部
とを備え、前記記憶処理判定部で判定された記憶処理に基づいて、前記記憶処理部と前記
高速記憶部は記憶処理を行い、
　前記記憶処理判定部が前記バッテリの温度又は残量の状態が正常状態でないと判定した
場合、前記記憶処理部は記憶処理を停止し、前記高速記憶部は記憶処理を行うことを特徴
とする携帯型超音波診断装置。
【請求項２】
　前記記憶処理部が記憶処理を停止するに際し、前記記憶処理部は記憶処理している前記
データが消失することがないように記憶処理を停止することを特徴とする請求項１記載の
携帯型超音波診断装置。
【請求項３】
　前記記憶処理部が記憶処理を停止するに際し、超音波の送受信する超音波探触子の超音
波の送受信を停止する超音波送受信制御部と、表示されている画像をフリーズする又はOF
Fにする画像表示部を備えることを特徴とする請求項１または請求項２記載の携帯型超音
波診断装置。
【請求項４】
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　前記記憶処理部が記憶処理を停止するに際し、前記記憶処理部における記憶処理に関す
る前記データを前記高速記憶部に記憶させ、前記高速記憶部に前記データが記憶された後
に前記記憶処理部は記憶処理を停止することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれ
か１項記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項５】
　実行されなかった前記記憶処理部の記憶処理について、装置起動時に前記記憶処理部が
記憶処理を再開することを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項記載の携帯型
超音波診断装置。
【請求項６】
　バッテリと、携帯型超音波診断装置で用いられるデータの記憶処理を行う記憶処理部と
、前記記憶処理部よりも速く記憶処理を行う高速記憶部と、前記バッテリの温度又は残量
の状態に基づいて前記記憶処理部と前記高速記憶部の記憶処理を判定する記憶処理判定部
とを備え、前記記憶処理判定部で判定された記憶処理に基づいて、前記記憶処理部と前記
高速記憶部は記憶処理を行い、
　ACアダプタの接続状態を検出するアダプタ接続検出部を備え、前記ACアダプタがコンセ
ントに接続されている場合、前記記憶処理判定部は、前記記憶処理部に対して記憶処理を
実行させることを判定することを特徴とする携帯型超音波診断装置。
【請求項７】
　前記記憶処理部は、前記データを携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送するデータ
転送部と、前記データを所定の記憶媒体に書込むデータ書込部の少なくとも1つを備える
ことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項８】
　前記データ転送部は、ネットワーク通信を介して前記データを携帯型超音波診断装置の
外部の機器に転送する機能を有していることを特徴とする請求項７記載の携帯型超音波診
断装置。
【請求項９】
　前記データ書込部は、CD、DVD、BD、USBメモリ、USBハードディスクのいずれかに前記
データを書き込む機能を有していることを特徴とする請求項７または請求項８記載の携帯
型超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記高速記憶部の記憶媒体は、前記データ書込部によって書込まれる記憶媒体よりも容
量が大きいことを特徴とする請求項７から請求項９のいずれか１項記載の携帯型超音波診
断装置。
【請求項１１】
　前記高速記憶部は、前記記憶処理部における記憶処理よりも速く記憶処理を行う記憶媒
体を有していることを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項記載の携帯型超
音波診断装置。
【請求項１２】
　前記記憶処理判定部が前記バッテリの温度又は残量の状態が正常状態であると判定した
場合、前記記憶処理部は記憶処理を行うことを特徴とする請求項１から請求項１１のいず
れか１項記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記高速記憶部の記憶処理以外の携帯型超音波診断装置を構成する各構成要素の処理を
禁止又は停止する制御部を備えることを特徴とする請求項１から請求項１２のいずれか１
項記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１４】
　優先処理順位を設定する操作部を備え、携帯型超音波診断装置を構成する各構成要素は
優先処理順位に応じて実行することを特徴とする請求項１から請求項１３のいずれか１項
記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１５】
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　前記記憶処理判定部は、前記バッテリの温度閾値を記憶する温度閾値記憶部と、前記温
度閾値記憶部に記憶された温度閾値と前記バッテリの温度を検出する温度検出部で検出さ
れた前記バッテリの温度を比較する温度比較部と、前記バッテリの残量閾値を記憶する残
量閾値記憶部と、前記残量閾値記憶部に記憶された残量閾値と前記バッテリの残量を検出
する残量検出部で検出されたバッテリの残量を比較する残量比較部と、を備え、前記バッ
テリの温度又は残量の状態に基づいて記憶処理について判定することを特徴とする請求項
１から請求項１４のいずれか１項記載の携帯型超音波診断装置。
【請求項１６】
　前記温度比較部と前記残量比較部は、それぞれ同じ所定時間の間隔で前記バッテリの温
度と残量を比較することを特徴とする請求項１５記載の携帯型超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型超音波診断装置に係り、特に、設置する際の利便性(設置性)に優れた
携帯型超音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置は、移動可能な台車に各種装置を搭載したワゴンタイプが主流で
あるが、可搬性に優れた携帯型の超音波診断装置が市場に流通している。例えば、ノート
タイプと呼ばれる携帯型超音波診断装置は、薄型の本体筐体に対して表示装置を備えた蓋
筐体を折りたたみ可能とする構造を備えている。
【０００３】
　携帯型超音波診断装置のバッテリの残量と閾値との比較結果に基づいて発生したアラー
ム信号を表示部に表示させることが行われている(例えば、特許文献1)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2009-273517号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献1では、携帯型超音波診断装置のバッテリの残量に基づいてアラーム信号を表
示することについて言及されているが、携帯型超音波診断装置の処理の実行中にバッテリ
から電源供給できない場合、実行中の処理が停止され、実行されている処理を完了するこ
とができない。例えば、携帯型超音波診断装置の外部にデータが転送中であれば、データ
の転送を完了することができない。そして、携帯型超音波診断装置がシャットダウンされ
てしまう。
【０００６】
　そのため、実行中の処理を継続することができなかったり、転送しているデータが消失
したりする恐れがあった。
【０００７】
　本発明では、バッテリから電源供給できない可能性があってもデータを消失することな
く安全に利用することができる携帯型超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の目的を達成するため、携帯型超音波診断装置において、バッテリの温度又は残
量の状態に基づいて記憶処理を判定し、判定された記憶処理に基づいて、適切な記憶処理
を行う。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明によれば、バッテリから電源供給できない可能性があってもデータを消失するこ
となく安全に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の携帯型超音波診断装置の外観図。
【図２】本発明の携帯型超音波診断装置の構成図。
【図３】本発明の記憶処理判定部36の構成図。
【図４】本発明の記憶処理部38の構成図。
【図５】本発明の実施例1の動作を示すフローチャート。
【図６】本発明の携帯型超音波診断装置の一表示形態を示す図。
【図７】本発明の実施例1の動作を示すフローチャート。
【図８】本発明の実施例2の動作を示す図。
【図９】本発明の実施例2の動作を示す図。
【図１０】本発明の実施例3の動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図1は、本発明の携帯型超音波診断装置の外観図である。図1に示すように、携帯型超音
波診断装置は、構造体として、主な処理機能を持つ装置を収納する本体筐体2と、操作者
が操作する操作部を備えたキーボード筐体4と、画像を表示する画像表示部を備えた表示
筐体6とを備えている。また、本体筐体2には、ケーブル8を介して、超音波を送受信する
超音波探触子12が接続されている。
【実施例１】
【００１２】
　図2は、携帯型超音波診断装置の構成を示すブロック図である。図2に示すように、携帯
型超音波診断装置には、被検体10に当接させて超音波を送受信する超音波探触子12と、超
音波探触子12を介して被検体10に時間間隔をおいて超音波を繰り返し送信させる送信部14
と、被検体10から反射された超音波を反射エコー信号として受信する受信部16と、送信部
14と受信部16を制御する超音波送受信制御部18と、受信部16で受信された超音波に基づく
反射エコー信号を整相加算する整相加算部20とが備えられている。
【００１３】
　また、携帯型超音波診断装置には、整相加算部20で整相加算され作成されたRFフレーム
データに基づいて被検体10の断層画像、例えば白黒の断層画像を構成する断層画像構成部
22と、画像表示部26の表示に合うように断層画像を調整し、断層画像と他の画像を重ね合
わせたり、並列に表示させたりして合成を行うなどの画像の加工を行なう画像加工部24と
、画像加工部24から出力された画像を表示する画像表示部26とが備えられている。画像加
工部24は画像に対するトリミングや画像変換などの加工も行う。
【００１４】
　また、携帯型超音波診断装置は、携帯型超音波診断装置を構成する各構成要素に電力を
供給するバッテリ30と、バッテリ30の温度を検出するバッテリ温度検出部32と、バッテリ
30の残量を検出するバッテリ残量検出部34と、各構成要素に電力を供給するとともにバッ
テリ30を充電させるためのACアダプタ40と、ACアダプタ40がコンセントに接続され、ACア
ダプタ40により各構成要素に電力が供給されること、又はバッテリ30を充電していること
を検出するアダプタ接続検出部42とを備えている。
【００１５】
　各構成要素とは、携帯型超音波診断装置を構成する構成要素を示すものであり、主に、
図2において図番が付された構成要素(例えば、送信部14、受信部16、超音波送受信制御部
18、整相加算部20、断層画像構成部22、画像加工部24など)である。
【００１６】
　また、携帯型超音波診断装置は、バッテリ30の温度又は残量の状態に基づいて記憶処理
を判定する記憶処理判定部36と、携帯型超音波診断装置で用いられるデータの記憶処理を
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行う記憶処理部38と、記憶処理部38よりも速く記憶処理を行う高速記憶部80とを備え、記
憶処理判定部36で判定された記憶処理に基づいて、記憶処理部38と高速記憶部80は記憶処
理を行う。
【００１７】
　さらに、携帯型超音波診断装置には、操作部44と、操作部44の指示に基づく制御情報を
各構成要素に伝達する制御部46とが備えられている。
【００１８】
　ここで、携帯型超音波診断装置の各構成要素についてさらに詳細に説明する。超音波探
触子12は、複数の振動子を配設して形成されており、被検体10に振動子を介して超音波を
送受信する機能を有している。
【００１９】
　送信部14は、超音波探触子12を駆動して超音波を発生させるための送波パルスを生成す
るとともに、送信される超音波の収束点をある深さに設定する機能を有している。また、
受信部16は、超音波探触子12で受信した超音波に基づく反射エコー信号について所定のゲ
インで増幅してRF信号すなわち受波信号を生成するものである。整相加算部20は、受信部
16で増幅されたRF信号を入力して位相制御し、一点又は複数の収束点に対し超音波ビーム
を形成してRFフレームデータを生成するものである。
【００２０】
　断層画像構成部22は、整相加算部20からのRFフレームデータを入力してゲイン補正、ロ
グ圧縮、検波、輪郭強調、フィルタ処理等の信号処理を行い、断層画像を構成するもので
ある。
【００２１】
　操作部44は、各種キーを有したキーボードと、トラックボール等からなる。操作部44の
トラックボールを回転させることによって、例えば、制御部46は断層画像の表示領域の範
囲を調整する。そして、操作部44のキーボードの確定キーを押すことによって、制御部46
は調整された領域を確定する。そして、制御部46は、設定された表示領域の位置情報を画
像加工部24に伝達する。画像加工部24は、表示領域に基づく断層画像を画像表示部26に表
示させる。
【００２２】
　ACアダプタ40は、交流の電力を入力して所定の電力を出力するものである。ACアダプタ
40は、バッテリ30を充電するという機能と各構成要素に電力を供給する機能を有している
。ACアダプタ40をコンセントに接続すると、ACアダプタ40は各構成要素とバッテリ30とに
電気的に接続されることになる。
【００２３】
　バッテリ温度検出部32は、バッテリ30の温度を検出する機能を有している。具体的には
、バッテリ温度検出部32は、バッテリ30の表面の所定の対象に貼り付けられ、セル温度を
検出している。バッテリ残量検出部34は、バッテリ30の残量を検出する機能を有している
。具体的には、バッテリ残量検出部34は、バッテリ30の残電圧を測定することによりバッ
テリ30の残量を検出する。なお、バッテリ温度検出部32とバッテリ残量検出部34は、バッ
テリ30に内蔵されていてもよい。
【００２４】
　ここで、記憶処理判定部36について、図3を用いて説明する。記憶処理判定部36は、バ
ッテリ30の温度閾値を記憶する温度閾値記憶部50と、温度閾値記憶部50に記憶された温度
閾値とバッテリ30の温度を検出するバッテリ温度検出部32で検出されたバッテリ30の温度
を比較する温度比較部52と、バッテリ30の残量閾値を記憶する残量閾値記憶部54と、残量
閾値記憶部54に記憶された残量閾値とバッテリ30の残量を検出するバッテリ残量検出部34
で検出されたバッテリ30の残量を比較する残量比較部56と、バッテリ30の温度又は残量の
状態に基づいて記憶処理について判定する判定部58を有している。
【００２５】
　また、記憶処理部38について、図4を用いて説明する。記憶処理部38は、携帯型超音波
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診断装置で用いられるデータの記憶処理を行う機能を有している。高速記憶部80は記憶処
理部38よりも速くデータの記憶処理を行う機能を有している。なお、携帯型超音波診断装
置で用いられるデータは、整相加算部20で生成されるRFフレームデータ、断層画像構成部
22で構成される断層画像データ、画像加工部24で構成される加工済み画像データ、断層画
像データを用いて構成される3次元ボリュームデータ、断層画像データや加工済み画像デ
ータを用いて計測される計測データ、被検体10を特定するための被検体情報データ、制御
部46による画像描画条件を特定するための画像描画情報データなどのいずれか1つを含む
概念である。
【００２６】
　記憶処理部38は、データを携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送するデータ転送部
64、データを所定の記憶媒体に書込むデータ書込部66の少なくとも1つを備えている。
【００２７】
　データ転送部64は、インターネットやイントラネットのネットワーク通信を介してデー
タを携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送する機能を有したものである。外部の機器
とは、データ転送元の携帯型超音波診断装置以外の超音波診断装置、PC、ネットワークス
トレージなどである。
【００２８】
　データ書込部66は、所定の記憶媒体にデータを書き込む機能を有したものである。デー
タ書込部66によって書込まれる記憶媒体は、例えば、CD、DVD、BD、USBメモリ、USBハー
ドディスクのいずれかの記憶媒体である。データ書込部66は、CD、DVD、BD、USBメモリ、
USBハードディスクのいずれかにデータを書き込む。
【００２９】
　高速記憶部80は、記憶処理部38における記憶処理よりも速く記憶処理を行う記憶媒体を
有している。つまり、高速記憶部80の記憶媒体は、データ書込部66によって書込まれる記
憶処理やデータ転送部64によって外部に転送される記憶処理よりも記憶処理が速い。また
、高速記憶部80の記憶媒体は、データ書込部66によって書込まれる記憶媒体よりも容量が
大きい。高速記憶部80の記憶媒体は、例えば、内蔵フラッシュSSDメモリや内蔵ハードデ
ィスクなどの記憶媒体である。
【００３０】
　記憶処理判定部36はバッテリ30の温度又は残量の状態に基づいて記憶処理について判定
し、制御部46は記憶処理判定部36で判定された記憶処理に基づいて、記憶処理部38と高速
記憶部80に記憶処理を行わせる。
【００３１】
　記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態であると判定した場合
、記憶処理部38はデータ転送又はデータ書込の記憶処理を行うことができる。記憶処理部
38におけるデータ転送又はデータ書込の記憶処理は、比較的に時間が掛かる処理である。
記憶処理部38におけるデータ転送又はデータ書込の記憶処理は、T分以上(例えば5分以上)
の時間が掛かってしまうことがある。バッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でない
と、データ転送又はデータ書込の記憶処理が継続している最中にバッテリ30が切れてしま
う可能性がある。そのため、バッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でないと記憶処
理部38におけるデータ転送又はデータ書込の記憶処理を実行することができないようにな
っている。
【００３２】
　また、記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でない、つまり
異常状態であると判定した場合、高速記憶部80は記憶処理を行う。高速記憶部80における
記憶処理は、記憶処理部38におけるデータ転送又はデータ書込の記憶処理よりも時間が掛
からない処理である。高速記憶部80における記憶処理は、T分未満(例えば5分未満)の処理
である。そのため、バッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でないと記憶処理部38は
データ転送又はデータ書込の記憶処理を停止し、高速記憶部80が記憶処理を行うようにな
っている。
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【００３３】
　ここで、携帯型超音波診断装置における本実施例の動作について図5のフローチャート
を用いて説明する。
【００３４】
　(S100)
　温度比較部52は、温度閾値記憶部50に記憶された温度閾値とバッテリ温度検出部32で検
出されたバッテリ30の温度を比較し、温度閾値よりバッテリ30の温度が低い場合、記憶処
理判定部36(判定部58)はバッテリ30が正常であり、記憶処理部38の記憶処理が可能である
と判定する。そして、S102に進む。逆に、温度閾値よりバッテリ30の温度が高い場合、記
憶処理判定部36(判定部58)はバッテリ30が異常であり、記憶処理部38の記憶処理が不可能
であると判定する。そして、S104に進む。
【００３５】
　温度閾値は、バッテリ30の劣化を促進させてしまう温度に基づいて設定される。操作部
44により任意に温度閾値を設定し、温度閾値記憶部50に記憶させることができる。例えば
、温度閾値を50℃と設定することができる。
【００３６】
　バッテリ温度検出部32は、所定時間の間隔でバッテリ30の温度を検出する。所定時間の
間隔とは、数秒の間隔、例えば、5秒の間隔である。バッテリ温度検出部32において所定
時間の間隔でバッテリ30の温度が検出される毎に、温度比較部52は、温度閾値記憶部50に
記憶された温度閾値とバッテリ温度検出部32で検出されたバッテリ30の温度を所定時間の
間隔で比較する。
【００３７】
　また、残量比較部56は、残量閾値記憶部54に記憶された残量閾値とバッテリ残量検出部
34で検出されたバッテリ30の残量を比較し、残量閾値よりバッテリ30の残量が高い場合、
記憶処理判定部36(判定部58)はバッテリ30が正常であり、記憶処理部38の記憶処理が可能
であると判定する。そして、S102に進む。逆に、残量閾値よりバッテリ30の残量が低い場
合、記憶処理判定部36(判定部58)はバッテリ30が異常であり、記憶処理部38の記憶処理が
不可能であると判定する。そして、S104に進む。
【００３８】
　残量閾値は、記憶処理部38の記憶処理が可能であるバッテリ30の残量に基づいて設定さ
れる。記憶処理部38の記憶処理が可能であるバッテリ30の残量とは、記憶処理部38の記憶
処理が例えば5分行うことができる程度の残量である。操作部44により任意に残量閾値を
設定し、残量閾値記憶部54に記憶させることができる。例えば、残量閾値を10パーセント
と設定することができる。
【００３９】
　バッテリ残量検出部34は、バッテリ30の温度を検出する所定時間の間隔と同じ間隔でバ
ッテリ30の残量を検出する。バッテリ残量検出部34において所定時間の間隔でバッテリ30
の残量が検出される毎に、残量比較部56は、残量閾値記憶部54に記憶された残量閾値とバ
ッテリ残量検出部34で検出されたバッテリ30の残量を所定時間の間隔で比較する。
【００４０】
　つまり、温度比較部52と残量比較部56は、それぞれ同じ所定時間の間隔でバッテリ30の
温度と残量を比較することになる。そして、残量比較部56は、当該所定時間の間隔で同時
にバッテリ30の状態を判定することになる。よって、バッテリ30の状態をバッテリ30の各
パラメータで漏れなく判定することができる。
【００４１】
　(S102)
　記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態であると判定した場合
、記憶処理部38はデータ転送又はデータ書込の記憶処理を行うことができる。記憶処理部
38においてデータ転送又はデータ書込の記憶処理が終了したら、動作が終了する。
【００４２】
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　(S104)
　記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でない、つまり異常状
態であると判定した場合、制御部46は各構成要素において実行中である処理を停止させる
。例えば、記憶処理部38においてデータ転送又はデータ書込の記憶処理が実行中であれば
、当該記憶処理を停止する。記憶処理部38が記憶処理を停止するに際し、記憶処理部38は
記憶処理しているデータが消失することがないように記憶処理を停止する。例えば、記憶
処理部38は実行中の記憶処理が完了された後に記憶処理を停止する。
【００４３】
　また、記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でない、つまり
異常状態であると判定し、記憶処理部38が記憶処理を停止するに際し、超音波送受信制御
部18において超音波の送受信が実行中であれば、超音波送受信制御部18は超音波探触子12
における超音波の送受信を停止するとともに、画像表示部26は表示されている画像をフリ
ーズする、若しくは画像表示部26に画像を表示させない、すなわち画像表示部26をOFFに
する。なお、記憶処理部38が記憶処理を停止するに際し、画像加工部24における画像に対
するトリミングや画像変換などの加工を停止したり、キーボード筐体4における操作部をO
FFにすることもできる。よって、バッテリ30の消費を抑えることができる。
【００４４】
　(S106)
　記憶処理判定部36がバッテリ30の温度又は残量の状態が正常状態でない、つまり異常状
態であると判定した場合、制御部46は高速記憶部80における記憶処理を行う。
【００４５】
　記憶処理部38が記憶処理を停止するに際し、記憶処理部38において記憶処理が実行中で
あれば、記憶処理部38における記憶処理に関するデータを高速記憶部80に記憶させ、高速
記憶部80にデータが記憶された後に記憶処理部38は記憶処理を停止する。
【００４６】
　例えば、断層画像構成部22または画像加工部24から取得した画像(データ)が高速記憶部
80またはデータ転送部64またはデータ書込部66に既に記憶されているケース、例えば高速
記憶部80に記憶されているデータをデータ転送部64に転送するケースでは、データ転送部
64によってデータが転送中であった場合、転送中であったデータの情報を高速記憶部80に
一旦コピーする。そして、転送中であったデータの情報が高速記憶部80にコピーされた後
、データ転送部64はデータの転送を停止する。よって、転送中のデータの情報を消失する
ことがなくなる。また、データ転送部64によってパッケージ単位(組単位)でデータが転送
されている場合、転送中であったデータの情報がパッケージ単位で高速記憶部80にコピー
された後、データ転送部64はデータの転送を停止する。よって、パッケージ単位で転送中
のデータの情報を消失することがなくなる。パッケージとは、1つのあるデータが複数の
データで構成されていることを意味する。つまり、複数のデータで構成されるデータの組
の単位がパッケージ単位となる。
【００４７】
　次に断層画像構成部22または画像加工部24からのデータが高速記憶部80またはデータ転
送部64またはデータ書込部66のいずれにもまだ記憶されていないケースでは、データ転送
部64によってデータが転送中であった場合、転送中であったデータの情報とそのデータを
高速記憶部80に一旦コピーする。そして、転送中であったデータの情報とそのデータが高
速記憶部80にコピーされた後、データ転送部64はデータの転送を停止する。よって、転送
中のデータを消失することがなくなる。また、データ転送部64によってパッケージ単位(
組単位)でデータが転送されている場合、転送中であったデータの情報とそのデータがパ
ッケージ単位で高速記憶部80にコピーされた後、データ転送部64はデータの転送を停止す
る。よって、パッケージ単位で転送中のデータを消失することがなくなる。パッケージと
は、1つのあるデータが複数のデータで構成されていることを意味する。つまり、複数の
データで構成されるデータの組の単位がパッケージ単位となる。
【００４８】
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　同様にして、断層画像構成部22または画像加工部24から既に画像(データ)が取得され高
速記憶部80またはデータ転送部64またはデータ書込部66にすでに記憶されているケース、
例えば高速記憶部80に記憶されているデータをデータ転送部64に書込むケースでは、デー
タ書込部66によってデータが記憶媒体に書込中であった場合、書込中であったデータの情
報を高速記憶部80に一旦コピーする。そして、書込中であったデータの情報が高速記憶部
80にコピーされた後、データ書込部66はデータの書込を停止する。よって、書込中のデー
タの情報を消失することがなくなる。また、データ書込部66によってパッケージ単位でデ
ータが書込されている場合、書込中であったデータの情報がパッケージ単位で高速記憶部
80にコピーされた後、データ書込部66はデータの書込を停止する。よって、パッケージ単
位で書込中のデータの情報を消失することがなくなる。
【００４９】
　次に断層画像構成部22または画像加工部24からのデータが高速記憶部80またはデータ転
送部64またはデータ書込部66のいずれにもまだ記憶されていないケースでは、データ書込
部66によってデータが記憶媒体に書込中であった場合、書込中であったデータの情報とそ
のデータを高速記憶部80に一旦コピーする。そして、書込中であったデータの情報とその
データが高速記憶部80にコピーされた後、データ書込部66はデータの書込中を停止する。
よって、書込中のデータを消失することがなくなる。また、データ書込部66によってパッ
ケージ単位でデータが書込されている場合、書込中であったデータの情報とそのデータが
パッケージ単位で高速記憶部80にコピーされた後、データ書込部66はデータの書込を停止
する。よって、パッケージ単位で書込中のデータを消失することがなくなる。
【００５０】
　記憶処理判定部36(判定部58)は、高速記憶部80が記憶処理を行っている場合、高速記憶
処理を行っていることを画像表示部26に表示させる。具体的には、画像表示部26は、図6
に示すように、高速記憶処理を表示されているマーク70を画像の端部に表示する。よって
、操作者は、高速記憶処理が実行されていることを認識することができるとともに、バッ
テリ30の温度又は残量の状態が正常状態でないことを認識することができる。
【００５１】
　(S108)
　そして、制御部46は、高速記憶部80の記憶処理以外の携帯型超音波診断装置を構成する
各構成要素の処理を禁止又は停止する。高速記憶部80以外の各構成要素については、処理
ができないようになる。
【００５２】
　具体的には、画像表示部26は、図6に示すように、実行できる処理と実行できない処理
を区別してメニューを表示する。例えば、高速記憶処理に関する高速記憶処理メニュー72
が実行できるようになっている。トリミングに関するトリミングメニュー74や画像変換処
理に関する画像変換処理メニュー76に関してはハッチングがかけられ、画像加工部24に関
する画像加工メニューが実行できないようになっている。
【００５３】
　よって、操作者は、高速記憶処理が実行することができると認識することができるとと
もに、高速記憶部80以外の各構成要素については実行できないと認識することができる。
【００５４】
　(S110)
　高速記憶部80は実行停止された記憶処理部38の記憶処理を記憶する。実行停止された記
憶処理が複数あれば、それぞれの記憶処理を高速記憶部80は記憶する。高速記憶部80以外
の各構成要素は実行中の処理を停止し、アプリケーションを終了する。アプリケーション
を終了したら、携帯型超音波診断装置のシャットダウンを実行する。このようにして、携
帯型超音波診断装置の終了処理が実行される。よって、実行中の処理があっても安全に携
帯型超音波診断装置を自動でシャットダウンすることができる。
【００５５】
　なお、S104～S110において、制御部46はACアダプタ40の接続状態に応じて記憶処理部38
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に対して実行処理を制御することができる。まず、アダプタ接続検出部42によってACアダ
プタ40の接続状態を検出する。具体的には、アダプタ接続検出部42は、ACアダプタ40から
各構成要素に供給される電力に基づいてACアダプタ40がコンセントに接続されているかど
うかを検出する。そして、ACアダプタ40がコンセントに接続され、各構成要素に電力が供
給される場合、ACアダプタ40により各構成要素に電力が供給されているとともに、バッテ
リ30を充電していることになる。よって、ACアダプタ40がコンセントに接続されている場
合、バッテリ30から電源供給できなくなる可能性はないため、記憶処理判定部36(判定部5
8)は記憶処理部38に対して全ての処理を実行させることを判定する。そして、記憶処理部
38は、全ての処理を実行する。同様にして、記憶処理部38以外の各構成要素も全ての処理
を実行する。
【００５６】
　以上、本実施例によれば、バッテリ30と、携帯型超音波診断装置で用いられるデータの
記憶処理を行う記憶処理部38と、記憶処理部38よりも速く記憶処理を行う高速記憶部80と
、バッテリ30の温度又は残量の状態に基づいて記憶処理を判定する記憶処理判定部36と、
を備え、記憶処理判定部36で判定された記憶処理に基づいて、記憶処理部38と高速記憶部
80は記憶処理を行う。よって、バッテリ30から電源供給できない可能性があっても安全に
利用することができる。
【実施例２】
【００５７】
　ここで、実施例2について、図7を用いて説明する。実施例1と異なる点は、実行されな
かった記憶処理部38の記憶処理について、装置起動時に記憶処理部38が記憶処理を再開す
る点である。
【００５８】
　(S200)
　S104において実行停止された記憶処理部38における記憶処理とデータを高速記憶部80は
記憶している。実行停止された記憶処理部38における記憶処理とデータを高速記憶部80か
ら読み出し、実行されなかった記憶処理を画像表示部26に表示させる。操作者は、実行さ
れなかった記憶処理を認識することができる。
【００５９】
　実行されなかった記憶処理があった場合、S202に進む。実行されなかった処理がなかっ
た場合、起動再開処理は終了する。
【００６０】
　(S202)
　操作者は、実行されなかった処理について再開するかを操作部44で選択する。記憶処理
部38において記憶処理を再開したい場合、すなわち、S100におけるバッテリ残量が残量閾
値以下若しくはバッテリ温度が温度閾値以上の条件を満たさないか、ACアダプタ40がコン
セントに接続され、各構成要素に電力が供給されることが必要になる。例えば、操作者は
ACアダプタ40をコンセントに接続させることにより、記憶処理部38において記憶処理の再
開が可能になる。
【００６１】
　(S204)
　S104において記憶処理部38で実行停止された記憶処理を再開する。例えば、高速記憶部
80に既に記憶されているデータを、データ転送部64が転送中、その処理がS104によって停
止された場合、停止されたデータの転送を再開する際、実行停止されたデータ転送の情報
と転送するデータを高速記憶部80から読み出し、データ転送部64はデータの転送を行う。
データ転送部64における複数のパッケージ単位でデータの転送が停止された場合、転送中
にパッケージ単位でコピーされたデータの情報と転送するデータを高速記憶部80から読み
出し、データ転送部64はパッケージ単位のデータの転送を行う。
【００６２】
　上記例について具体的に図8、図9を用いて説明する。図8、9は、記憶処理部38のデータ
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転送部64における転送される予定の転送予定データと、データ転送部64によって携帯型超
音波診断装置の外部の機器に転送された転送済データの状況を示している。
【００６３】
　図8(a)に示すように、データ転送部64によってデータ1～データNまで転送する予定が有
り、データ1とデータ2が携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送済となっている。ここ
では、データ3が転送中にS100におけるバッテリ残量が残量閾値以下若しくはバッテリ温
度が温度閾値以上の条件を満たしたとする。つまり、データ3～データNまで転送すること
ができなくなった状況である。
【００６４】
　このように、データ転送部64によってデータが転送中であった場合、転送中であったデ
ータ3の情報を高速記憶部80にコピーする。そして、転送中であったデータ3が高速記憶部
80にコピーされた後、データ転送部64はデータ3の転送を停止する。また、転送できなか
ったデータ4～Nの情報についても高速記憶部80にコピーする。
【００６５】
　そして、停止されたデータの転送を再開する際、図8(b)に示すように、実行停止された
データ3と転送できなかったデータ4～Nの情報とデータを高速記憶部80から読み出し、デ
ータ転送部64はデータ3～Nについて携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送を行う。よ
って、データ転送部64によってデータ1～データNまでデータを消失することなく転送する
ことができる。
【００６６】
　また、図9(a)に示すように、データ転送部64によってデータが転送中であった場合、転
送中であったデータのパッケージ単位(組単位)の情報を高速記憶部80にコピーする。転送
中であったデータの情報がパッケージ単位で高速記憶部80にコピーされた後、データ転送
部64はデータの転送を停止する。
【００６７】
　ここでは、図8(a)と同様にして、データ3が転送中にS100におけるバッテリ残量が残量
閾値以下若しくはバッテリ温度が温度閾値以上の条件を満たしたとする。つまり、データ
3～データNまで転送することができなくなった状況である。
【００６８】
　転送されたデータ1、データ2を含むデータ1～データNまでデータの情報をパッケージと
して、高速記憶部80にコピーする。そして、データ1～データNまでデータの情報がパッケ
ージとして高速記憶部80にコピーされた後、データ転送部64はデータ3の転送を停止する
。
【００６９】
　そして、停止されたデータの転送を再開する際、図9(b)に示すように、実行停止された
データ転送の情報とデータ1～データNをパッケージとして高速記憶部80から読み出し、デ
ータ転送部64はデータ1～データNについて携帯型超音波診断装置の外部の機器に転送を行
う。よって、データ転送部64によってデータ1～データNまでデータをパッケージ単位で消
失することなく転送することができる。
【００７０】
　同様にして、データ書込部66におけるデータの書込が停止された場合、実行停止された
データ書込の情報とデータを高速記憶部80から読み出し、データ書込部66はDVDなど記憶
媒体へデータの書込を再開する。データ書込部66における複数のパッケージ単位でデータ
の書込が停止された場合、実行停止されたデータ転送の情報とデータを高速記憶部80から
読み出し、データ書込部66はDVDなど記憶媒体へパッケージ単位のデータの書込を再開す
る。
【００７１】
　また、記憶処理部38が記憶処理を再開した場合、再開された記憶処理の項目を画像表示
部26に表示させ、記憶処理が再開されたことを操作者に通知することができる。操作者は
、停止された記憶処理が再開されたこと認識することができる。
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　よって、本実施例によれば、携帯型超音波診断装置の終了処理までに実行されなかった
記憶処理を起動時に再開することができる。
【実施例３】
【００７３】
　ここで、実施例3について、図10のフローチャートを用いて説明する。実施例1、2と異
なる点は、優先処理順位を設定する操作部44を備え、携帯型超音波診断装置を構成する各
構成要素は優先処理順位に応じて実行する点である。
【００７４】
　図10のフローチャートと図5におけるフローチャートと異なる点は、S300とS310である
ので、ここではS300とS310について説明する。S302はS100に対応し、S304はS102に対応し
、S306はS104に対応し、S308はS106に対応し、S312はS110に対応している。
【００７５】
　(S300)
　まず、操作者は、操作部44を用いて各構成要素の優先処理順位を設定する。S302におけ
るバッテリ残量が残量閾値以下若しくはバッテリ温度が温度閾値以上の条件を満たす場合
であっても、優先処理順位として設定された処理については、各構成要素において実行す
ることができる。
【００７６】
　例えば、高速記憶部80における記憶処理については最優先として設定する。画像加工部
24における記憶画像のトリミングについては2位として設定する。画像加工部24における
記憶画像の画像変換処理については3位として設定する。制御部46は、操作部44によって
設定された優先処理順位と各構成要素の関係について記憶する。
【００７７】
　(S310)
　制御部46は、優先処理順位に応じて各構成要素に実行させる。S308にて高速記憶部80に
おける記憶処理については最優先として実行済であるので、画像加工部24における記憶画
像のトリミングを行ない、その後、画像加工部24における記憶画像の画像変換処理を行う
。優先処理順位に応じて各構成要素に実行させた後にS312の終了処理が実行される。
【００７８】
　よって、本実施例によれば、優先処理順位に応じて実行することができる。
【符号の説明】
【００７９】
　2　本体筐体、4　キーボード筐体、6　表示筐体、8　ケーブル、10　被検体、12　超音
波探触子、14　送信部、16　受信部、18　超音波送受信制御部、20　整相加算部、22　断
層画像構成部、24　画像加工部、26　画像表示部、30　バッテリ、32　バッテリ温度検出
部、34　バッテリ残量検出部、36　記憶処理判定部、38　記憶処理部、40　ACアダプタ、
42　アダプタ接続検出部、44　操作部、46　制御部、80　高速記憶部
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